
 

東武産業株式会社 （単位：千円）

金　　　額 金　　　額

Ⅰ流動資産 1,219,480 Ⅰ流動負債 423,447

現 金 及 び 預 金 210,290 買 掛 金 15,918

受 取 手 形 76,723 工 事 未 払 金 245,690

売 掛 金 28,647 施 設 未 払 金 78,237

施 設 管 理 売 掛 金 126,961 未 払 金 39,313

完 成 工 事 未 収 入 金 361,948 役 員 賞 与 引 当 金 8,140

未 成 工 事 支 出 金 84,510 賞 与 引 当 金 17,265

前 払 費 用 1,649 リ ー ス 債 務 81

繰 延 税 金 資 産 11,333 施 設 前 受 金 551

未 収 利 息 382 預 り 金 12,571

短 期 貸 付 金 300,000 完 成 工 事 補 償 引 当 金 3,366

未 収 入 金 15,740 未 払 費 用 2,310

立 替 金 1,243

仮 払 金 50

Ⅱ固定資産 245,910 Ⅱ固定負債 8,000

1.有形固定資産 171,868 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 8,000

建 物 61,273

建 物 付 属 設 備 5,817

構 築 物 307

機 械 及 び 装 置 162

車 両 運 搬 具 772

工 具 器 具 及 び 備 品 101

土 地 103,353

リ ー ス 資 産 79 431,447

2.無形固定資産 1,387 Ⅰ株主資本株主資本 1,035,023

電 話 加 入 権 1,387 1.資本金 30,000

2.利益剰余金 1,005,023

3.投資その他の資産 72,655 利 益 準 備 金 12,700

投 資 有 価 証 券 15,877 そ の 他 利 益 剰 余 金 992,323

出 資 金 70 　別　途　積　立　金 49,500

長 期 滞 留 債 権 6 　繰　越　利　益　剰　余　金 942,823

長 期 前 払 費 用 3,876

繰 延 税 金 資 産 886 Ⅱ評価・換算差額等 △ 1,079

敷 金 1,314 その他有価証券評価差額金 △ 1,079

長 期 差 入 保 証 金 976

会 員 権 16,981

保 険 積 立 金 32,666

1,033,944

1,465,391 1,465,391

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

負 債 合 計

純 資 産 合 計

(平成  24  年  12  月  31  日  現在)

貸　借　対　照　表

科　　　　　目 科　　　　　目

資 産 合 計

（負債の部）（資産の部）

（純資産の部）

負 債 ・ 純 資 産 合 計



 

重要な会計方針 

１．資産の評価基準および評価方法 

 (１)有価証券 

   その他有価証券  

    時価のあるもの ：決算日の市場価格等に基づく時価法 

    (評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定) 

    時価のないもの ：移動平均法による原価法 

 (２)たな卸資産 

   未成工事支出金 ：個別法による原価法 

  

２．固定資産の減価償却方法  

（１）有形固定資産（リース資産を除く） ：定率法 

   ただし、平成 10 年４月１日以降に取得した建物（附属設備は除く）は定額法 

（２）リース資産  

    所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産は、リース期間を耐用年数とし、残存

価額をゼロとする定額法で計算しております。なお、リース取引開始日が平成 20 年 3月 31 日以前

の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。 

  

３．引当金の計上基準  

 貸倒引当金  

 売上債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

 ただし、当期の計上額はありません。 

 役員退職慰労引当金  

 役員の退職慰労金支給に備えるため、支給見込額を計上しております。 

 賞与引当金  

 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に負担すべき額を計上しております。 

 役員賞与引当金  

 役員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額を計上しております。 

 完成工事補償引当金  

 完成工事の瑕疵担保等の費用の発生に備えるため、過去の実績に基づく見積額を計上しており

ます。 

４．完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

完成工事高の計上は、当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事につ

いては工事進行基準（工事の進捗度の見積もりは原価比例法）を、その他の工事については工事完



 

成基準を適用しています。 

なお、工事進行基準による完成工事高は、199,054 千円であります。 

 

５．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 消費税等の会計処理方法 

 税抜方式によっております。 

 

会計方針の変更 

 該当事項はありません。 

 

 

当期純損益 

１．当期純利益は 79,542 千円であります。 

２．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

 


